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 １月定例教育委員会会議録 

開 催 年 月 日 令和２年１月２３日(木) 

開 催 日 時 午後３時００分 

開 催 場 所 別館３階 大会議室 

出 席 委 員 

教 育 長  三笘 眞治郎 

委   員  永 山 真 江 

委   員  木下 靖 郎 

職務代理者  諌 本 憲 司 

委   員  岡 部 博 昭 

委   員  古田 嘉寿美 

出 席 参 与 

教 育 次 長 河野 徹  

学 校 教 育 課 長 西胤 英明 

文化財保護課長（代理） 川本 淳治 

咸宜園教育研究センター長 橋本 隆文 

兼 世界遺産推進室長  

学 校 給 食 課 長 池内 誠二 

 教 育 総 務 課 長 衣笠 雄司 

 社 会 教 育 課 長 梶原 文人 

 兼  博 物 館 長 

 淡 窓 図 書 館 長 林  純子 

スポーツ振興課長 河津成一郎 

 人権・同和教育課長 伊藤 伸也 

書 記 教育総務課 総務企画係 主幹（総括） 塚原 美保 

附 議 議 案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案第１号 日田市民文化振興会議委員の委嘱について 

協 議 事 項 日田市民文化振興基金実行委員の推薦について 

報告第１号 令和元年 12 月期寄附採納について 

報告第２号 平成31年度咸宜園教育顕彰事業の受賞者について 
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   皆さんこんにちは。 

ただいまから、１月定例教育委員会を開催いたします。 

前回議事録の確認でございますが、12月定例教育委員会議事録

について変更はございませんでしょうか。（「ありません」と呼

ぶ者あり）御了解いただきましたら、本会議終了後に御署名をお

願いいたします。 

続きまして、教育長の報告事項でございますが、お手元に配付

しております一般報告資料により、報告にかえさせていただきま

す。 

 それでは、早速議事に入りたいと思います。 

 議案第１号について、説明をお願いいたします。 

 

  議案集の１ページをお願いいたします。 

 議案第１号、日田市民文化振興会議委員の委嘱についてでござ

います。 

 本案は、委員の任期満了に伴い、日田市文化振興条例第１０条

第２項の規定に基づきまして委員を委嘱するものでございます。  

社会教育課から御説明を申し上げます。 

 

 日田市民文化振興会議委員の任期満了に伴い、日田市民文化振

興条例第１０条第２項の規定に基づき委員を委嘱するものでござ

います。 

 委員の方は、記載されておりますとおり中島章二様ほか全１１

名に委嘱するものでございます。 

 なお、新任の委員さんは、中島委員さん、髙倉委員さん、末竹

委員さん、２ページに参りまして、諫山委員さん、永瀬委員さん、

新川委員さん、河津委員さんの７名となり、その他の委員さんは

再任となります。任期は委嘱の日から３年間でございます。 

 この文化振興会議の役割といたしまして、現在、私ども社会教

育課のほうで、第２次日田市文化振興計画の見直しを図っており

ます。その見直し案につきまして、定例教育委員会で御審議いた

だき、また、その御審議いただいた案を、この文化振興会議に諮

り、答申の案として取りまとめを行っていただく予定となってお

ります。 

 ３ページに前委員の名前を掲載しております。また、４ページ

に、日田市文化振興条例の抜粋を記載させていただいておりま

す。 

 以上でございます。  

ただいまの議案第１号の説明について、何か御質疑ございませ
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教 育 長 
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永 山 委 員 

 

んでしょうか。よろしいですか。（「はい」と呼ぶ者あり） 

 それでは、議案第１号については原案のとおり可決してもよろ

しいでしょうか。（「はい」と呼ぶ者あり） 

議案第１号、日田市民文化振興会議委員の委嘱については、原

案のとおり可決されました。 

 続きまして、協議事項に入ります。 

 教育総務課から説明をお願いします。 

 

  それでは、議案集の５ページをお願いいたします。 

 日田市民文化振興基金実行委員の推薦について、ということ

で、社会教育課から依頼がございましたので御協議をお願いする

ものでございます。 

 ６ページをお願いいたします。 

 前任の実行委員の名簿を掲載させていただいております。今

回、ナンバー１０の教育委員会の選出区分につきまして、佐藤る

り委員の後任の推薦について御協議をお願いするものでございま

す。 

 なお、この名簿のうちナンバー４の日田市議会の代表につきま

しては、各種委員会の議会選出委員の見直しの中で、平成３１年

４月に規約改正を行いまして、選出区分から外させていただいて

おりますので、次期委員につきましては全部で９名となっており

ます。 

 任期につきましては、委嘱の日から２年間となっておりまし

て、次回委員会開催予定の今月末に委嘱の予定でございます。 

 ７ページをお願いいたします。 

 根拠となります規約を掲載しておりますが、実行委員としての

活動は、第３条にございますように基金を活用した事業の企画、

立案の検討が主なものでございます。 

 この件につきまして、委員の推薦について御協議をお願いした

いと思います。 

 以上でございます。 

 

ただいまの説明で、日田市民文化振興基金実行委員の推薦を、

前任の佐藤るり教育委員の後任としての推薦をお願いしたいとい

うことでございます。どなたか推薦をお願いしたいと思います

が、いかがでしょうか。 

 

今日は御欠席ですが、奥平委員にお願いできないかなと思って

内々でお声はかけさせていただいております。奥平委員もお受け
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社 会 教 育 課 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

 

しますということでしたが、いかがでしょうか。 

 

奥平委員さんの推薦はいかがでしょうかということで、御本人

の内諾も得ているということでございます。委員の皆様いかがで

しょうか。（「よろしくお願いします」と呼ぶ者あり）よろしい

でしょうか。それでは、奥平委員さんを委員に推薦するというこ

とでよろしくお願いいたします。 

これについて、そのほかで何かございますか。 

 

お尋ねなんですが、私は以前、この実行委員に入っておりまし

て会議に出席をしていました。その時は、この文化振興基金を利

用した独自の企画によるイベントですとか、そのための集客なん

かを話し合うような場面がたくさんあったんですが、今は、この

基金の使い方そのものが変わってきていて、たくさん話し合いが

必要になるようなことは減ってきたと認識しています。 

 それで、今回、新たに奥平委員を推薦しまして新しい実行委員

会が立ち上がるとは思うんですけれども、もう一つの文化振興会

議のほうと、簡単に一緒にしてはいけないのかもしれませんけれ

ども、もし文化振興のほうでたくさん同じような委員会があるの

であれば、一度、何かの機会に整理をして、本当に必要な話し合

いが必要な人数でできるように、この文化振興基金の実行委員会

が、どの程度話し合いが必要でということも含めて、次の選任の

機会等に見直しをしていただけたらどうかなと個人的に思いまし

た。 

 

そのような御意見でございます。何か執行部からありますか。 

 

貴重な御意見ありがとうございます。日田市民文化振興会議の

ほうは条例に定められておりますが、この文化振興基金実行委員

会につきましては、有志の方の御協力により設立されたものでご

ざいます。現在、バスツアーや文化芸術の面で奨励金を高校生や

小学生のほうに支出しております。 

 確かに出身団体が重なる部分がございますので、今、御意見を

受けまして、社会教育課としても委員さん方の御意見をいただき

ながら、これから検討に入ってまいりたいと思います。 

 

 

それでは、それぞれの委員会の中で、また今後協議をしていく

ということで、よろしくお願いしたいと思います。 
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教 育 長 

 

それでは、次は報告事項にまいります。報告第１号について説

明をお願いします。 

 

議案集の８ページをお願いいたします。 

 報告第１号、令和元年１２月期の寄附採納についてでございま

す。 

 まず、地区寄附の採納が２団体１名、４件でございまして、１

件目が直方市の昭和３０年中津江中学校卒業生有志 代表 黒木弘

様から、津江中学校へ現金１万３,０００円を御寄附いただいてお

ります。今回、８０歳を迎え、最後の同窓会を開催した記念とし

て御寄附をいただいたものでございます。 

 ２件目と３件目は、清水町の井上太香美様から、北部中学校と

三和小学校へ、図書購入費として、それぞれ５万円を御寄附いた

だいております。井上様には、平成１３年から毎年同様の御寄附

をいただいております。 

 ４件目は、本町のおおくら歯科医院 院長 大倉秀一郎様から、

若宮小学校へ、朝日写真ニュース１年分、５万５,０００円相当を

御寄附いただいております。おおくら歯科医院様からは、平成２

３年から毎年同様の御寄附をいただいております。 

 次に、一般寄附の採納が１団体１名、２件でございまして、１

件目が福岡市の藤田千恵子様から、市内の各中学校へ琴１０面、

琴の台を１９台、琴柱を１２セット、合わせて３０万円相当を御

寄附いただいております。昨年５月に亡くなられました藤田様の

姉である石井町の藤田登美子様が、生前、琴の指導をされてお

り、中学校での教育活動に活用していただきたいとの趣旨によ

り、所有されていました琴の道具一式を御寄附いただいたもので

ございます。 

 ２件目が、日田商工会議所女性会 会長 佐竹邦恵様から、淡窓

図書館へ児童書１１６冊、２０万円相当を御寄附いただいており

ます。昨年１２月に同会が開催されたチャリティーパーティーの

収益金により購入した児童書を御寄附いただいたもので、昭和５

４年から同様の御寄附をいただいております。 

 １２月につきましては、以上６件、金額が１１万３,０００円、

物品相当額は５５万５,０００円、合計６６万８,０００円の御寄

附をいただいております。 

 報告第１号につきましては以上でございます。 

 

それでは、報告第１号について、何か御質疑ございませんで

しょうか。よろしいですか。（「はい」と呼ぶ者あり） 
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 大変たくさんの御寄附をいただいております。感謝を申し上げ

ておきたいと思います。 

 続きまして、報告第２号について説明をお願いいたします。 

 

報告第２号、平成３１年度咸宜園教育顕彰事業の受賞者につい

て、報告をさせていただきます。 

 最初に議案集の１０ページをお願いいたします。 

 咸宜園教育顕彰事業とは、廣瀬淡窓や咸宜園教育の理念とその

業績を顕彰し、さらに継承するため平成２３年度から本事業を創

設し取り組んでおります。廣瀬淡窓や咸宜園の調査研究活動の発

展に寄与する論文や著作物、または淡窓が実践した咸宜園教育の

普及に貢献した個人及び団体の活動などを、「咸宜園の日」記念

事業において表彰するものでございます。今年度につきまして

は、教育文化部門のみの募集としましたが応募がありませんでし

た。 

 また、今まで学術研究部門として募集を行っていたものは、昨

年度より咸宜園教育研究センター研究奨励事業に移行しておりま

すことから募集を行いませんでした。 

 議案集９ページをお願いいたします。 

 平成３１年度咸宜園教育顕彰事業の受賞者についてでございま

す。 

 先ほども申しましたとおり、今回、教育部門への応募がないこ

とから受賞者はなく、教育文化部門の受賞者から選考される廣瀬

淡窓賞についても該当者がなしということになります。 

 次に、１１ページをお願いいたします。 

 例年行っております「咸宜園の日」記念事業についての御案内

でございます。 

 今年度も「咸宜園の日」記念講演会に、咸宜園教育研究セン

ター研究奨励事業の報告会を合わせてとり行うことといたしまし

た。 

 日時は、令和２年２月２３日、日曜日、今回は天皇誕生日とな

ります。時間は午後１時から４時半まで、場所はパトリア日田小

ホールとなっております。 

 今回も第１部を「咸宜園の日」記念講演会、第２部を咸宜園教

育研究センター研究奨励事業報告会とします。 

 第１部では、日隈こども園の園児による休道の詩の朗唱、咸宜

園世界遺産登録推進小学生作文コンクールの発表会、記念講演と

いたしまして茨城大学名誉教授 鈴木暎一先生によります講演会を

予定しております。 
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 ここで、講演会の演題について修正をお願いいたします。「教

育遺産の世界遺産的価値、水戸藩弘道館を中心に」を「教育遺産

の世界文化遺産としての価値、水戸弘道館を中心に」というふう

に修正をお願いいたします。 

 そして、第２部でございますが、現在、咸宜園教育研究セン

ター研究奨励事業として調査研究をしておられている井上快さん

の「藩儒における授業の意義、広島三原藩吉村秋陽・斐山に着目

して」、それから、木本拓哉さんの「江戸時代の漢学僧の集書活

動、光善寺所蔵典籍から見る木屋徳令の学問」の研究成果につい

て御報告をいただくことにしております。 

 以上が「咸宜園の日」の記念事業の御案内でございます。 

 以上でございます。 

 

報告第２号についての説明でございました。 

 これについては何か御質疑等ございませんでしょうか。よろし

いですか。 

 それでは、多くの市民の皆様に参加いただくように、また、ぜ

ひ広報のほうをよろしくお願いします。 

それでは、その他についての説明をお願いします。 

 

それでは、次回、２月期定例教育委員会の日程についてでござ

います。 

 ２月期定例教育委員会につきましては、２月２０日、木曜日、

１３時３０分から勉強会、１５時から定例教育委員会をお願いし

たいと思っております。 

 ２月定例教育委員会につきましては、例年、奨学資金運営委員

会も同日で、教育委員さん方全員委員になっていただいておりま

すが、開催をさせていただいておりまして、今回も同日の２月 

２０日、木曜日の午前１０時から奨学資金運営委員会を開催させ

ていただきますので、合わせて御案内をさせていただきます。 

 会場が市役所本庁舎４階の庁議室になります。奨学資金運営委

員会、定例教育委員会とも本庁舎４階庁議室で開催をさせていた

だく予定としておりますので、お間違えのないよう、また日程調

整を合わせてお願いしたいと思います。 

 以上でございます。 

 

２月の定例教育委員会の日程です。２月２０日、木曜日、１３

時半から勉強会で、１５時からが定例教育委員会。同日に奨学資

金の運営委員会が１０時から行われるということでどうぞよろし
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くお願いいたします。この件については、よろしいでしょうか。

（「はい」と呼ぶ者あり）では、よろしくお願いいたします。 

 その他、何かございませんでしょうか。 

ないようですので、それでは、これをもちまして１月の定例教

育委員会を閉会いたします。 

 

終了時刻：午後３時２０分 

 


